
9

５章　計画の目標

１　計画の枠組み
■対象区域
　本計画の対象区域は、刈谷市全域 (5,045ha)とします。

■目標年次
　本計画の目標年次は、平成 32年度とします。

■将来人口フレーム及び市街化区域の規模
　将来人口フレーム及び市街化区域の規模は、第７次刈
谷市総合計画及び刈谷市都市計画マスタープランと整合
を図り、表５‐１のように設定します。

表５‐１　刈谷市内人口と市街化区域面積

項目 現況
（平成21年度）

目標年次
（平成32年度）

刈谷市内人口

市街化区域面積

144,828	人

2,344	ha

159,000	人

2,506	ha

２　計画の数値目標
　本市の「緑の将来像」を実現するための４つの基本方針の成果指標として、本計画の数値目標を設定します。

緑を｢まもる｣ための目標 緑を｢つくる｣ための目標

　緑をまもるため、刈谷市内にある緑地※1を保全するととも
に、国指定の天然記念物である小堤西池のカキツバタ群落
をはじめ、都市の貴重な緑地である社寺林などの永続的な
保全をめざします。

　緑をつくるため、岩ケ池公園や逢妻川緑地などの拡張整
備や、歩いていける身近な公園の整備とともに、公共施設や
民間施設の緑化を推進し、新たな緑を創出することをめざし
ます。

※1 緑地：都市公園、公共施設緑地、生産緑地地区、農業振興地域農用地区域などの永続性が担保されている土地。
※2 現況値：平成21年度刈谷市緑の現況調査による数値。
※3 緑地保全制度：都市緑地法に基づく、緑地を保全するための規制や緑化活動支援などに関する様々な制度。
※4 特別緑地保全地区制度：都市における良好な自然的環境となる緑地を、建築行為など一定の行為の制限などにより保全する制度。
※5 市民緑地制度：土地所有者と地方公共団体が緑地を市民に公開する契約を締結することによって、土地所有者が当該緑地を市民へ公開することを支援・促進する制度。

【用語の説明】

●刈谷市内の緑地面積 ●住民１人当たりの都市公園面積

●市街化区域の身近な公園緑地の配置率

●市街化区域の緑被率

●緑地保全制度※3を活用した緑地面積

　本市北部地域の緑豊かな
自然環境と、年々減少する農
振農用地区域や生産緑地地
区を都市計画決定などによ
り緑地として保全します。

　都市公園の整備を進め、
住民１人当たりの都市公園
面積を増やします。

　身近な公園緑地の整備を
進め、歩いていける距離に街
区公園や児童遊園などがあ
る市域の割合を増やします。

　公共施設の緑化や、住宅
や工場などの民有地の緑化
を推進することで、市街化区
域の緑被率を増やします。

　特別緑地保全地区制度 ※ 4

や市民緑地制度※5などの緑
地保全制度を活用し、緑地を
保全します。

1,986ha

1,990ha

8.6	m2/人

9m2/人

73.8	％

75 %

9.9	％

10 %

0	ha

7 ha

現況値※2

目標値
（Ｈ 32）

現況値

目標値
（Ｈ 32）

現況値

目標値
（Ｈ 32）

現況値

目標値
（Ｈ 32）

現況値

目標値
（Ｈ 32）
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ミササガパーク（半城土町）

緑を｢つなぐ｣ための目標 緑を｢たかめる｣ための目標

　緑をつなぐため、「緑の将来像図」において、「緑のみち」 
「桜のみち」 として位置づけられた、道路の緑化や逢妻川の

堤防を活用した桜堤の整備を推進することにより、水と緑の
ネットワークの形成をめざします。

　緑をたかめるため、緑に関する情報の発信や市民協働に
よる緑化を推進するとともに、公園緑地の管理体制の強化
を図り、緑の質の向上をめざします。

●緑の軸となる｢緑のみち｣の緑化区間延長 ●本市の緑に満足している市民の割合※6

●緑の軸となる「桜のみち」の整備区間延長 ●市民協働により管理されている公園緑地※7の数

　「緑の将来像図」において
「緑のみち」として位置づけ

られた道路の緑化を推進し
ます。

　緑に関する情報発信や市
民協働による緑化などを推
進し、本市の緑に満足してい
る市民の割合を増やします。

　「緑の将来像図」におい
て「桜のみち」として位置づ
けられた逢妻川の堤防を活
用し、桜堤の整 備を推進し
ます。

　緑に関する市民協働の指
標の１つとして、実際に市民
協働により管理活動を行っ
ている公園緑地などの数の
増加をめざします。

23.9	km

27 km

38.2%

50 %

0.75	km

2 km

121箇所

140箇所

現況値

目標値
（Ｈ 32）

現況値

目標値
（Ｈ 32）

現況値

目標値
（Ｈ 32）

現況値

目標値
（Ｈ 32）

※6 本市の緑に満足している市民の割合：市民アンケートの結果に基づく数値。
※7 市民協働により管理されている公園緑地：愛護会などにより管理されている公園や緑地。




